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研究成果の概要（和文）：日本の古代律令国家の官衙と寺院が、宮殿や都城を含めて、占地の面でいかなる特質をもち
、相互にどのような関係にあったのか、そしてどう変化したのかを検討し、律令支配体制の一つの表徴たるこれらの施
設が果たした役割を考察した。また、古道に関するデータの収集と分析をつうじて、直線道路の整備過程と条坊制都城
などの官衙や寺院の造営、さらには後・終末期古墳の占地との関係を整理し、従来の学説を一部修正する成果を得た。

研究成果の概要（英文）：Through the location of temples and government offices in ancient Japan based on R
itsuryo statute, I examined their characteristics, the relationships to each other and the changes due to 
age. And I discussed the roles of temples and government offices that were appearing on the surface of Rit
suryo control system. In addition, through the collection and analysis of data on ancient roads, I estimat
ed the process of constructing those straight roads and investigated the relationship to building temples 
and government offices including capital cities with grid system. Further, I organized the location of anc
ient tombs in the 7th century, and corrected the previous theory about the relationship to ancient roads a
nd capital cities.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本古代の宮殿の所在については、『日本
書紀』『古事記』をはじめとする史料にもと
づき、現地への比定がおこなわれてきた。し
かし、現在の研究水準に照らせば妥当とはい
いがたい比定も少なくなく、一方で近年の考
古学的調査の進展は、この分野に関しても多
くの成果をもたらしている。 
そこで、筆者は、平成 16～19 年度の科学
研究費補助金（基盤Ｃ）の交付を受けて、発
掘遺構および地理的な諸条件と文献史料の
再検討をつうじ、これまで不明であった７世
紀以前の宮殿の所在を具体的に復元する作
業をおこなった。そして、占地の面を中心に、
宮殿としての通有の特徴や時代・地域による
その変化についても考察を加えた（小澤毅・
入倉徳裕『古代の宮殿および官衙の占地に関
する復元的研究』2008 年）。また、中央の官
衙と地方官衙の一部についても資料の収集
を開始している。 
本研究は、そうした蓄積にもとづき、検討
の対象を本格的に地方官衙全体に広げると
ともに、従来、充分に検討できなかった中央
および地方の寺院を加えて、広く官衙と寺院
を通観した研究とすることを意図した。 
実際、最近の地方官衙遺跡における調査事
例の増加は著しく、良好な資料が数多く蓄積
されつつあるが、それをめぐる研究の多くは、
構造の把握といかなる官衙に相当するかと
いう、個々の遺跡の性格究明や政治史的位置
づけに主眼が置かれているのが実情であっ
た。この点は、長く地方官衙研究の牽引車と
しての役割を果たしてきた山中敏史『古代地
方官衙遺跡の研究』（1995 年）や奈良文化財
研究所『古代の官衙遺跡Ⅰ・Ⅱ』（2003 年・
2004 年）、同『地方官衙と寺院』（2005 年）
にあっても例外ではない。 
したがって、これらの研究成果を踏まえつ
つ、本研究が目的とする占地面での検討を加
え、官衙と寺院それぞれの分析と相互の比較
を重ねることで、律令制を支えた施設群の立
地的特性とそれが果たした政治的機能をよ
り深く解明することが期待された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本の古代律令国家における官
衙と寺院がいかなる場所に造営され、占地上
どのような関係を有していたかを広汎な視
点から検討し、律令支配体制の一つの表徴た
るこれらの施設の立地面での特性を探ると
ともに、それが果たした政治的な役割を解明
することを目的としている。 
平成 16～19 年度の研究では、恒久的な都
城が出現する７世紀以前の宮殿の占地に関
して、具体的な宮地の復元と分析をおこない、
それらに共通する特徴や時代による変化を
たどることができた。本研究は、そうした成
果にもとづき、検討の対象を全国の官衙と寺
院にまで広げようとするものである。 
ただし、地方官衙や寺院は宮殿とは比較に

ならないほど遺跡数が多く、すべてにわたっ
て詳細な分析・検討を加えるのは困難である。
そのため、官衙に関しては、五畿七道の主要
な旧国ごとに、国衙・郡衙・駅家など性格の
違いに着目しつつ、適切な対象を選択して分
析を加え、それぞれの特質と時代による変化
を探ることを企図した。また、寺院も国分
寺・国分尼寺をはじめとする官立の寺院と氏
族寺院に大別したうえで、両者の間に占地面
の違いがあるのか、時代による差が存在する
のかを把握することをめざした。 
このほか、平成 16～19 年度の研究の延長
線上に位置する研究として、飛鳥の諸宮の空
間構成を、寺院や道路との関係という観点か
ら再検討することを図った。また、都城につ
いても、とくに官道や古墳との位置関係を含
めた占地のありかたと条坊施工の実態を詳
細に検討することで、造営の基準と施工の実
態をより詳細に解明することをめざした。 
 
３．研究の方法 
(1) 官衙と寺院ごとに、たとえば官衙では中
央と地方、国衙と郡衙、寺院では中央と地方、
官寺と私寺など、おのおのの中での性格の違
いを考慮しながら、地形や当時の交通路（陸
路・水路）、施設相互の関係といった占地に
関するデータを収集・整理した。そして、そ
こに共通性や独自の要素が認められるのか、
それが時代や地域ごとにどう変化していく
のかを検討した。 
これには、1/1000 地形図など、できるかぎ
り大縮尺の地形図を使用することを原則と
したが、該当するものがない場合は、縮尺レ
ベル 2500 以上の基盤地図情報や各市町村発
行の 1/2500 都市計画図、数値地図 5ｍメッシ
ュなどを活用した。また、机上で検討した状
況との間に齟齬がないかを検証し、データを
補足するために、現地に赴いての踏査と記録
作成をおこなった。 
(2) 中央官衙である宮殿や都城については、
発掘調査が進展している飛鳥諸宮のデータ
を追加収集するとともに、平成 16～19 年度
の研究では検討から除外していた藤原京以
後の都城を対象に、占地や条坊に関するデー
タを収集して、それぞれの特質を整理した。
具体的には、水系上の位置、標高および周囲
との比高、丘陵や平地などの地形状況、主要
道路および前代の宮殿所在地からの方向と
距離、古墳との位置関係などを整理し、律令
体制成立期～完成期の都城が備えていた、そ
れ以前の時期の宮殿とは異なる立地上の特
質や共通点の解明をめざした。また、条坊デ
ータの統計的分析をおこない、都城ごとの造
営の精度を検討した。 
(3) 地方官衙については、畿内および東海
道・東山道・北陸道・山陽道・山陰道・南海
道・西海道諸国の官衙を対象として、占地に
関するデータを収集した。同様に、水系上の
位置、標高および周囲との比高、丘陵や平地
などの地形状況、主要道路および同時代のほ



かの官衙や寺院からの方向と距離などを整
理し、官衙の性格の違いによる占地の差や、
寺院とは異なる官衙としての立地上の特性
の有無を考える手がかりとした。 
(4) 寺院については、畿内および東海道・東
山道・北陸道・山陽道・山陰道・南海道・西
海道諸国の官立寺院と氏族寺院を対象に、同
様な方法で占地に関するデータを収集・整理
し、寺院の性格の違いによる占地の差や、時
代による変化を探る指標とした。 
(5) 以上の作業にもとづき、全国の官衙や寺
院が、おのおのの中での性格の違いも含めて、
占地上どのような特徴をもち、固有の立地的
特性を有するのか、あるいは通有の特徴を抽
出することができるのかを検討した。ただし、
畿内以外の諸国については、おもに資料数の
問題から、官衙と寺院ならびに遺跡の性格に
応じて代表的な事例を取り上げ、個別に詳細
な分析をおこなった。 
(6) 研究の総括として上記の成果を取りま
とめ、古代律令国家における寺院や官衙が、
宮殿や都城を含めて、占地の面でいかなる特
質を有し、どのように変化していったのかを
検討した。そして、これらの施設が律令支配
体制の一つの表徴として果たした政治的な
役割を考察した。 
 
４．研究成果 
(1) ７世紀の飛鳥諸宮は、高燥かつ一帯では
最大の平坦面である低位段丘面を占有し、こ
の周囲には、それを支える各種の施設が存在
した。宮を中心にこれらが結びつくことで、
一帯には前代までとは異なる都市的景観が生
まれ、総体としての宮都空間が形成される。
宮の北方には、飛鳥寺（僧寺）が最初の本格
的伽藍として威容を誇り、その北西には、豊
浦寺（尼寺）が造営された。また、西方には、
百済大寺につぐ第二の官寺として川原寺（弘
福寺、僧寺）が建てられ、南には対をなす橘
寺（菩提寺、尼寺）が建設された。 
このように、川原寺と橘寺が南北に並置さ
れることで、宮へいたる西からのルートは入
口を扼される。一方、北からのルートも飛鳥
寺と槻の広場でほぼふさがれ、豊浦寺がその
近傍に位置した。都の中枢部への入口をおさ
えるように寺院が占地し、かつ僧寺と尼寺が
並びたつ様相を呈していたことになる。 
これには、一種のシンボル的な機能ととも
に、有事のさいの防御拠点としての役割が想
定される。都の中枢部へいたるルートはこう
した施設で固められており、それは程度の差
はあれ、周辺部でも同様であった。一帯には、
多数の氏族寺院が存在したが、その大半は当
時の主要道路と密接に結びつくかたちで立地
していたのである。当時の寺院が果たした機
能の一端が示されている。 
(2) 古代の奈良盆地には、上ツ道、中ツ道、
下ツ道という南北道路と、横大路という東西
道路が存在した。いずれも、真北や真東西に
ほぼ合致する正方位の直線道路であり、計画

的に設定した官道である。また、飛鳥と斑鳩
を結ぶ筋違道（太子道）や、海石榴市（つば
いち）と王寺付近を結ぶ保津・阪手道などの
斜行道路も設けられていた。 
これらの整備時期は、613年に「難波より京
に至るまでに大道（おおち）を置く」とある
のが指標となり、その後も653年に「処々の大
道を修治（おさ）む」と見える。前者は隋と
の国交が開始されて隋使や新羅使などが小墾
田宮を訪れた時期にあたり、後者も百済使と
新羅使の入朝に対する記事としてあらわれ
る。外交使節の来朝を契機として、官道の整
備や改修が進められた状況がうかがえる。 
 なお、後者の「大道」を上記の正方位直線
道路の敷設を示すものとし、前者の「大道」
を筋違道とそれにつながる道路にあてる説が
あるが、難波に都がおかれた653年の段階で、
都と直結しない奈良盆地内の道路を整備する
理由は乏しい。発掘調査でも、下ツ道や上ツ
道の延長である阿倍山田道は７世紀初め頃に
は存在したことが確認でき、612年には「軽の
街（ちまた）」も見えるので、この時点で正方
位の直線道路が成立していたのは間違いない
だろう。よって、613年の「大道」が横大路に
接続する道路であったのは確実とみてよく、
従来の穴虫峠越えに代えて、竹内峠を越える
ルートを整備したものと推定される。 
こうした直線的官道は、人々が行き交い、
物資を輸送するという機能に加えて、外交使
節に対する視覚的効果や、兵力の迅速な移動
という点でも大きな意味をもっていた。事実、
672年の壬申の乱では、これらの道路が重要な
役割を果たすことになる。また、都の中枢部
やその周辺でも、断片的ながら道路遺構が検
出されている。都が機能するためには、各種
の施設を連結し、官道と結ぶ道路の存在が不
可欠であり、それらは、丘陵など地形に左右
される面はあるものの、基本的には直線を意
識して設定されたと考えられる。 
なお、７世紀代の飛鳥に、条里や条坊に先
行する方格地割の存在を想定した説があり、
近年もあらためてそれを認めようとする見解
が提示されている。しかし、いずれも立論の
根拠に疑問が多く、地割の施工を示す実証も
欠く。何よりも問題なのは、施工理由の欠如
である。多大な労力を費やして広範囲に地割
を設定するには、それなりの理由があったは
ずであり、条里の場合は口分田、条坊の場合
は宅地という一定の面積の土地を効率的に班
給する必要性から、方格地割が設けられた。
７世紀代の飛鳥に、これとは別の方格地割を
施工する理由は見出せず、遺構や遺存地割の
うえでもその痕跡は認めがたい。 
(3) 藤原京や平城京といった律令体制成立期
～完成期の都城は、上記の既設の官道を基準
に造営されている。それらの道路のデータと
都城の条坊データを比較検討すると、藤原京
は下ツ道と中ツ道、横大路の３本の直線道路
を基準に設定されたと判断できる。これに対
し、平城京は下ツ道を唯一の基準として造営



され、京内を通過していた中ツ道は基準とし
ての役割は果たさなかった。 
一方、古墳の占地との関係では、藤原京中
軸線と後・終末期古墳の関係について、従来
の学説を一部修正する成果が得られた。 
藤原京の中軸線は、発掘データの回帰分析
により、真北から約44分10秒（方眼北からは
約37分40秒）西偏する、ほぼ安定した方位を
示す。天武持統陵（檜隈大内陵）と菖蒲池古
墳はこの延長線上に位置しており、すでに指
摘があるように、少なくとも天武持統陵の位
置は意図的に定められたと判断してよい。し
かし、横大路から９里（大極殿南門心からは
７里、１里は約530ｍ）の位置に造営されたと
する見解は疑問であり、発掘データから算出
した数値とも整合しない。天武持統陵の位置
は、藤原京中軸線の延長線上で、欽明陵（檜
隈坂合陵＝梅山古墳）東方の独立丘陵頂部に
定めたとみるのが妥当である。 
  また、これ以外にも、中尾山古墳や高松塚
古墳、キトラ古墳がこの中軸線の南への延長
線上に近い位置を占めるとされてきたが、実
際にはいずれも西方へ大きくずれた位置にあ
り、藤原京中軸線を意識した設定とは認めが
たい。むしろ、地形との関係が優先された状
況がうかがえる。 
なお、上記の古墳と異なって、天智陵は藤
原宮大極殿南門心から北へ約55㎞の位置にあ
るが、両者の経度差はわずか１秒半程度で、
相互の距離を考えれば、天智陵は藤原宮大極
殿や大極殿南門のほとんど真北に位置すると
いってよい。しかし、基準となる地点から遠
く離れた場所で、同じ経度となる点を定めた
り、２点間の経度差を求めたりするのは、正
確な時計のない時代には不可能であって、こ
れをそうした方法で定めたものとみることは
できない。一方、藤原京から北方へ直線を延
ばしていくことは理論的には可能だが、藤原
京の中軸線やその基準となった下ツ道は真北
から西偏するため、いずれを延長した場合も
天智陵から西へ大きくずれてしまう。したが
って、天智陵が藤原宮のほぼ真北に位置する
のは偶然とみるほかはなく、その位置は藤原
京とは無関係に決定されたと判断できる。こ
れは、天武陵の造営時期を藤原京以後に下ら
せる説の根拠を否定するものといえる。 
(4) 全国の国府で、発掘調査により政庁など
中枢施設が確認されているのは20例程度に過
ぎない。しかし、史料の記載や遺存地名から
所在地が推定できる国府を加えれば、その立
地環境を分析するのは充分に可能である。 
国府の立地について確実にいえるのは、原
則として陸上交通路、すなわち古代の官道で
ある駅路およびその支路に近接した位置に置
かれていることである。国府は律令政府によ
る地方支配の拠点であり、駅路は都と地方を
連絡するためのものである以上、これはある
意味で当然ともいえる。 
都との連絡については、海に面した国であ
れば海上交通も考えられるが、こと国府の立

地に関しては陸上交通路がより重視されたと
みてよい。一例として、当時の最重要路であ
った山陽道諸国の国府の立地を挙げると、ま
ず播磨・備後・安芸・周防・長門は山陽道に
面していたと推定される。そして、備前・備
後は、山陽道に直接面してはいないものの、
近接した位置にある。また、播磨・備前・備
中・備後国府は海浜からやや離れている。 
ほかの諸道の国府の立地も同様であり、海
に面した国であっても国府は必ずしも海浜に
立地せず、駅路沿いに置かれたことが知られ
る。これは、海上交通が天候に影響されやす
いため、緊急時の情報の伝達などは、確実性
の高い陸上交通によらねばならなかったから
であろう。もちろん、国府から河川を通じて
海上交通につながっていたことも充分考えら
れるが、国府の立地条件として海上交通は第
一義的なものではなかったと推定される。 
当時、公的な往来に陸上交通路が重視され
たことは、国分寺や国分尼寺の立地からもう
かがうことができる。これまでに確認ないし
推定されている国分寺と国分尼寺の位置は、
ほぼ例外なく駅路に沿っている。山陽道でい
えば、備前・備中のように国府が駅路からや
や離れている国でも、国分寺・国分尼寺は駅
路に近接する。 
国分寺や国分尼寺は、在来の寺院をあてる
場合も少なくなかったと推定されるが、山陽
道の播磨・備前・備中・備後では、駅路沿い
に多くの古代寺院が分布している（安芸・周
防・長門は古代寺院が僅少であり、有力な地
方勢力が少なかったことがうかがえる）。主要
な交通路であった駅路は地方勢力の拠点を通
る場合が多く、それら地方勢力が駅路沿いに
寺院を建立したためであろう。そして、その
中の適当なものが国分寺・国分尼寺に選定さ
れたと考えられる。 
以上のように、国府と国分寺・国分尼寺、
および古代寺院の立地は、当時の陸上交通路
と密接に関わっていた。これらは、律令政府
による地方支配が計画的かつ体系的におこな
われたことを示している。畿内および近国の
国府が、当該国の支配よりも都の防衛を重視
した位置に置かれているのも、そうした点に
関係するものとみられる。 
従来の古代官衙の研究は、ともすれば官衙
を個別に取り上げ、その構造を解明すること
に偏る傾向があった。しかし、国府が律令政
府の地方支配拠点である以上、近年急速に進
展をみている古代官道の調査・研究の成果を
踏まえた総合的把握が不可欠となろう。 
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